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主な内容

令和 6年災害ボランティア研修会
　７月6日、岩井図書館視聴覚室において、災害ボランティア研修会を開催しました。当日は茨城県社
会福祉協議会防災活動アドバイザーの米沢智秀氏をお迎えし、
「災害ボランティアを通じた地域のつながり」をテーマに講演をい
ただき、坂東市災害ボランティア登録者や坂東市防災支援連絡会
の会員など80人が参加しました。災害ボランティアは、ただ後
片付けをするだけでなく、その後の心の支援につながる活動であ
ることや、被災された方の日常を取り戻すための大切なお手伝い
であること、普段から地域とのつながりを意識して顔の見える関
係性を作っておくことが防災や復興の大きな力になることを学び
ました。
　皆さん大変熱心に講義を聞かれており、災害に対する関心の強
さが伺える研修となりました。 ▲防災活動アドバイザー　米沢 智秀 氏

2024年8月1日 発行

ば ん ど う

社協社協社協社協だよりだよりだよりだより社協だより 75
No.

《本所》 坂東市辺田 48 番地　電 話 0297（35）4811　FAX 0297（36）2355
《支所》 坂東市山 2721番地　電 話 0280（88）1000／ 0297（44）2943　FAX 0280（88）1041

社会福祉法人 坂東市社会福祉協議会

みんな
で創ろう

　安心し
て心豊かに

暮らせるまち

社協は社会福祉協議会の略称です。この広報紙は、共同募金配分金により作成されています。

●令和 5年度事業報告 ………………………………… ２
●令和 5年度決算報告　役員紹介 …………………… ３
●能登半島地震被災地支援報告 ……………………４・5
●シニアクラブチャレンジゴルフ大会 ………………… ６
●ボランティアグループ紹介 …………………………… ７
●スクエアステップリーダー養成講習会 ……………… ８

●オレンジカフェにぜひお越しください………………… 9
●こども食堂 ……………………………………………10
●善意銀行 ………………………………………………11
●小中学生向け学習支援教室「福祉に挑戦」
　はじめての手話教室募集 ……………………………12

主な内容

令和 6年災害ボランティア研修会
　７月6日、岩井図書館視聴覚室において、災害ボランティア研修会を開催しました。当日は茨城県社
会福祉協議会防災活動アドバイザーの米沢智秀氏をお迎えし、
「災害ボランティアを通じた地域のつながり」をテーマに講演をい
ただき、坂東市災害ボランティア登録者や坂東市防災支援連絡会
の会員など81人が参加しました。災害ボランティアは、ただ後
片付けをするだけでなく、その後の心の支援につながる活動であ
ることや、被災された方の日常を取り戻すための大切なお手伝い
であること、普段から地域とのつながりを意識して顔の見える関
係性を作っておくことが防災や復興の大きな力になることを学び
ました。
　皆さん大変熱心に講義を聞かれており、災害に対する関心の強
さが伺える研修となりました。 ▲防災活動アドバイザー　米沢 智秀 氏



坂東市社協だより　No.75（2）

令和5年度事業報告
令和 5年度の坂東市社会福祉協議会事業運営につきましては、約 3年の月日に及んだ新型コロナウィルス感染症による各
種行動制限も、感染症法の 5類移行を受け日常を取り戻す活動が進められてきました。一方、国際情勢の不安定さやそれら
に付随する物価高騰などは、個々の暮らしぶりのみならず、生活困窮世帯などにも少なからず影響を及ぼす状況であったと
捉えられます。さらに大震災や水害など自然災害による甚大な被害は、私たちの想像を遥かに超えた出来事として鮮明に残
り、被災地では今もなお復旧復興に向けた歩みが続けられております。
このような背景から、本協議会は誰一人取り残されることのない地域福祉社会づくりを目指し、福祉活動の中核的機関とし
て多様な要援護者への相談支援、ボランティアや募金活動への理解促進、各種団体運営の事務局機能などを含め幅広く対応
に努めてまいりました。ご協力いただきました方々に心より感謝申し上げます。
今後におきましても、これまで同様法令順守に沿った法人運営を基軸に、合理性を踏まえ安定した事業活動に寄与すること

を心掛けてまいります。

主な事業をご報告いたします。

継続強化事業の推進
○地域福祉ネットワーク事業（生活支援体制整備事業）
○ふれあいサロン事業
　気軽に集える居場所つくり
○人材育成研修の実施
　手話奉仕員養成事業・はじめての手話教室
○ボランティア活動の推進
　福祉出前講座・児童向け講座「福祉に挑戦」の開催
　福祉教育協力校推進
　こども食堂活動支援
○援護活動
　�低所得者対策事業（食の支援・関係機関と連携し
た相談業務強化）

○地域包括支援センター事業
　�総合相談や介護予防事業、認知症サポーター養成
講座、オレンジカフェの運営など

○災害支援活動
　�茨城県社協との災害支援に関する協定に基づき、
取手市や北茨城市の災害ボランティアセンター運
営支援

関係団体との連携
○各種委員会等の設置活動及び強化
　�善意銀行運営委員会活動、支部長連絡会を中核と
した小地域ネットワークづくりの活動強化

○ひとり暮らし高齢者など訪問活動
　「きずな声かけ事業」の実施
○各種福祉団体の育成援助
　�社協 13支部の活動強化・介護予防事業の一環とし
て体操指導士会の活動支援・シニアクラブとの連
携により高齢者の生きがい対策、趣味・教養・心
身の健康づくりに関する事業の実施

広報活動及び啓発活動
○広報紙「社協だより」の発行・ホームページ運用
○坂東市社会福祉大会の開催

効果的事業の展開
○自主財源の確保
　福祉センター施設管理（指定管理者制度）
　共同募金運動の積極的な推進
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令和5年度決算報告

収
入
の
部

会費収入 6,156,850 
寄附金収入 1,962,394 
県・市補助金収入 57,889,323 
受託金収入 133,697,462 
事業収入 4,193,810 
共同募金配分金収入 8,640,293 
介護保険障害福祉サービス等収入 38,154,559 
その他及び基金取崩し収入 4,133,552 
区分間繰入金収入 28,625,940 
前期末支払資金残高 34,390,241 

合計 317,844,424 

支
出
の
部

法人運営事業 86,253,652 
福祉広報・企画活動事業 3,598,331 
共同募金配分金事業 10,462,863 
資金貸付等事業 12,782,021 
善意銀行事業 1,802,893 
日常生活サポートセンター事業 1,294,840 
生活支援体制整備事業 19,296,218 
介護保険障害福祉サービス事業 32,586,658 
心身障害者福祉ワークス事業 24,125,477 
地域包括支援センター事業 36,473,611 
猿島福祉センター指定管理事業 32,434,276 
岩井福祉センター指定管理事業 24,288,407 

合計 285,399,247 
当期末支払資金残高（次年度繰越金） 32,445,177 

会費収入 1.9%
寄附金収入 0.6%

県・市
補助金収入
18.2%

受託金収入 42.1%

事業収入 1.3%

共同募金配分金収入 2.8%

介護保険
障害福祉サービス等収入

12.0%

その他及び
基金取崩し収入 1.3%

区分間繰入金収入 9.0%

前期末支払資金残高 10.8%
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30.1%

福祉広報・企画
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共同募金配分
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 11.4%
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指定管理事業 11.4%

岩井福祉センター
指定管理事業 8.5%

善意銀行事業 0.6%

日常生活サポート
センター事業 0.4%

収入の部
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坂
東
市
社
会
福
祉
協
議
会　

役
員

●
理
事
定
数　

12
人
以
上
19
人
以
内　
　

監
事　

３
人
以
内

氏
　
名

役
職
名

　
会
　
長

木 

村
　
敏 

文

市
長

　
副
会
長

山 

口
　
　 

誠

副
市
長

　
副
会
長

後 

藤
　
治 

男

市
議
会
議
長

　
副
会
長

倉 

持
　
嘉 

男

市
連
合
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会 

会
長

　
常
務
理
事

松 

﨑
　
和 

人

社
協
事
務
局
長

　
理
　
事

野 

口
　
和 

美

市
連
合
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会 

副
会
長

　
理
　
事

和 

田
　
孝 

子

修
倫
福
祉
会
理
事
長

　
理
　
事

新 

谷
　
嘉 

延

さ
し
ま
福
祉
会
理
事
長

　
理
　
事

逆 

井
　
周 

三

中
川
福
祉
会
理
事
長

　
理
　
事

飯 

田
　
久 

夫

法
師
会
理
事
長

　
理
　
事

飯 

住
　
澄 

夫

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
代
表

　
理
　
事

針 

谷
　
　 

勇

市
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
代
表

　
理
　
事

根 

本
　
理 

和

区
長
会
代
表

　
理
　
事

青 

木
　
和 

之

学
識
経
験
者

　
理
　
事

鈴 

木
　
智 

子

学
識
経
験
者

　
理
　
事

倉 

持 

美
由
紀

市
教
育
長

　
理
　
事

羽 

富
　
　 

智

市
保
健
福
祉
部
長

　
監
　
事

天 

笠 

さ
ゆ
り

税
理
士

　
監
　
事

羽 

富
　
一 

夫

学
識
経
験
者

　
監
　
事

川 

島
　
一 

郎

学
識
経
験
者



坂東市社協だより　No.75（4）

令和６年能登半島地震被災地支援令和６年能登半島地震被災地支援
～ 石川県輪島市災害ボランティアセンター運営支援として職員派遣 ～

能登半島被災地支援のため、関東ブロック・指定都市社協災害協定に基づき、茨城県社会福祉協議
会からの要請により「輪島市」へ、5 月 6 日から 12 日・5 月 30 日から 6 月 5 日の期間において、それ
ぞれ本会職員 1 名を派遣しました。

現地の被災状況の確認、ボランティア受入れ調整など、災害ボランティアセンター運営業務の支援を
行いました。

職員レポート
北陸新幹線の金沢駅からレンタカーで輪島市まで約２時間半…隆起

や歪んでいる場所も多いなか、通行可能な車線を走行し、ゆっくりと安
全に現地に向かいました。輪島市に入ると木造住宅の１階部分がつぶれ、
がれきが道路に溢れて出ている…マンホールが隆起しひび割れが大き
いところがあるなど…大規模火災が起きた石川県輪島市の朝市通りで
は、倒壊した家屋がそのまま残り、時計がとまったかのよう…地震から
5か月が経過しているとは思えない現状がありました。

輪島市では、災害ボランティアセ
ンターを「災害たすけあいセン
ター」と呼んでいます。社協以外
にも企業の応援や技術ボランティア、
多くの団体等で災害ボランティアセ
ンターを運営しています。毎日、各
地からボランティアの方々が来られ
るため、その活動調整や送迎など

行い、また現地調査により「今、困っていることは何か？」「支援を必要
とすることは何か？」などニーズ調査を行いました。
被災地では家屋や道路の復旧などまだ十分ではない場所が多々あり

ます。輪島市社協の方と会話で印象に残っていることは、「市民同士の
会話ではどうしても内容が狭くなってしまい、被災者が市外の方に話を
聞いてもらって少し気が休まった。プライバシーに配慮して写真を撮り
記録するなどして、地元に帰ってから周りの人に輪島の現状を伝えても
らいたい。」ということです。
何気ない日常が一瞬で変わってしまう天災は本当に言葉を失うもので・・・発災時は、元日と寒い時期

でしたが、春から夏へと季節も移り変わり、時の経過とともに能登の様子や状況を耳にすることが少なく
なってきたところでありました。被災した方々が前に進んでいけるよう関心を持ち続け、私たちにできる
支援を継続していくことが被災地の復興につながると思いました。
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 災害ボランティアセンターとは　　　
大きな災害が発生した時、被災地の市町村社会福祉協議会が災害ボランティアセンターを開設します。災害時、ボ
ランティアへ情報を発信し、被災者支援のためのボランティア活動の調整を行います。また、必要なところにボラ
ンティアが派遣され、効果的・効率的な活動ができるように支援します。
 災害ボランティアとして活動する　　　
被災地の復興に向けては、多くの方による息の長い支援・ボランティアが必要です。

 災害ボランティアに参加する際の注意点
◦ 被災地の災害ボランティアセンターで最新情報をチェック。募集要件や活動注意点などを確認しましょう。
◦ 現地の混乱を防ぐため、電話での問合せは控えましょう。
◦ 安全に活動するため、出発前に最寄りの社会福祉協議会でボランティア活動保険に加入しましょう。

茨城県共同募金会　坂東市共同募金委員会からのお知らせ
～令和６年能登半島地震災害義援金～ ご協力よろしくお願いします。

○受付場所　社会福祉協議会本所・支所　　○問合せ先　電話0297-35-4811
○受付時間　午前8時30分から午後5時15分　※土日・祝日を除く

この度の地震により被害にあわれた方々には、心からお見舞い申し上げます。
令和 6年 1月 1日に発生した能登半島地震の災害義援金を受付しています。同災害により被災

された北陸地方の方々を支援するため中央共同募金会が募集する義援金です。
お預かりした義援金は、坂東市共同募金委員会から茨城県共同募金会へ全額送金し、その後、

中央共同募金会へ送金されます。皆さまからお預かりした義援金は、関係機関で組織される義援
金配分委員会で取りまとめされ、現地の被災状況をもとに配分基準等を決定し、市町村を通じて
被災者の方々に届けられます。

寄　付　者　名 寄付額（円）
岩井第二地区地域交流グラウンド・ゴルフ大会 １１，５４７ 
名越　修司 １０，０００ 
筧田　一己 ２０，０００ 
妙音寺 ３０，０００ 
医療法人　楽生会　木根淵外科胃腸科病院 ２１０，１５０ 
㈲産直ポーク山庄 １０，０００ 
坂東市岩井モール商店街 ３３，９０９ 
野口　忠三 ２，８１４ 
飯住　澄夫 ２００，０００ 
坂東市立中川小学校 ４０，０１９ 
岩井農協　女性部　七重支部 １５１，８１８ 
公ちゃん ３，４９７ 
茨城県火災共済協同組合 １０，０００ 
坂東市連合民生委員児童委員協議会 ３０，０００ 

寄　付　者　名 寄付額（円）
長谷五区シニアクラブ １０，０００ 
第 7回チャリティー七重地区ゴルフ大会 １８，９８０ 
間中　久生 ３１，５０１ 
坂東市社会福祉協議会窓口（本所） ２６，３９２ 
坂東市社会福祉協議会窓口（支所） ６，８０６ 
匿　名 １０，０００ 
匿　名 １０，０００ 
匿　名 ３，０００ 
匿　名 ２０，０００ 
匿　名 ５０，０００ 
匿　名 ５，０００ 
匿　名　 ９３６ 
匿　名 ５，０２６ 

令和６年１月能登半島地震災害義援金 寄付者報告
期間:令和6年1月5日～令和6年6月30日 （敬称略、順不同）

ご協力ありがとうございます。

募金や観光も大切な被災地支援です
被災地への支援は、現地に行ってボランティア活動をすることだけではありません。被災地でのボランティア活動の
ために募金することも立派な支援活動です。
また、被災直後の混乱が収まってきたら、被災地で生産されたものを購入したり、観光で訪れたりすることなども、
被災地の復興支援につながります。
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第18回チャレンジゴルフ大会
6 月 17日、坂東ゴルフクラブにおいて、坂東市シニアクラブ連合会主催による「第 18
回チャレンジゴルフ大会」を開催いたしました。
当日は、晴天の中 94人の参加者が自分のスコアが気になりながらも、それ以上に仲間
たちとの会話などを楽しみながらゴルフをされていました。
また、今大会 18ホールの合計スコアが自分の年齢以下でホールアウトされた上猫実シ
ニアクラブ会員の関口衛さん（87歳／ 83打）と庄右衛門新田シニアクラブ会員の浦和
誠さん（86歳／ 86打）のお二人が見事エイジシュートを達成されました。おめでとう
ございました。
シニアクラブ連合会では、ゴルフ大会を開催しています。まだ、会員になられていない
方で、興味がある方は社会福祉協議会まで、ご連絡をお待ちしています。

（１）総合の部（新ペリア方式）
順　位 氏　名 クラブ名 GROSS HDCP NET
優　勝 冨　山　　　哲 中矢作 88 16.80 71.20
準優勝 中　村　静　雄 本町なごみ会 85 13.20 71.80
第３位 五　津　孝　司 上大口睦会 84 12.00 72.00

（２）グロスの部
 男子 60 歳代の部

順　位 氏　名 クラブ名 OUT IN GROSS
ベストグロス 中　村　幸　生 仲町 39 42 81
準優勝 倉　持　達　哉 長谷２区 42 39 81
第３位 五　津　孝　司 上大口睦会 40 44 84

 男子 70 歳代の部
順　位 氏　名 クラブ名 OUT IN GROSS

ベストグロス 小　川　恵　一 庄右衛門新田 41 41 82
準優勝 冨　山　三　夫 中矢作 39 44 83
第３位 飯　田　隆　夫 冨田 41 42 83

 男子 80 歳代の部
順　位 氏　名 クラブ名 OUT IN GROSS

ベストグロス 関　口　　　衛 上猫実 38 45 83
準優勝 戸　室　和　男 長谷１区 42 42 84
第３位 中　村　静　雄 本町なごみ会 41 44 85

 女子の部（年齢制限なし）
順　位 氏　名 クラブ名 OUT IN GROSS

ベストグロス 張　替　秀　子 本町なごみ会 47 47 94
準優勝 倉　持　憲　子 本町なごみ会 46 50 96
第３位 小　竹　美恵子 本町なごみ会 52 45 97

※同スコアの場合は、①年長順、②ハンディキャップを優先し順位を決定する。
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　　ボランティアサークル　虹の会

 ● グループを結成して何年になりますか？
平成 4 年から活動を始めたので 32 年になります。現在の会員は 6 名です。

 ● グループ結成のきっかけは何ですか？
東京都で活動していた手話の先生に出会ったから…。
手話を学びたい、覚えたいという思いで、勉強と活動を継続しています。

 ● グループ名の「虹の会」には何か意味があるのですか？
聞こえる人と聞こえない人の架け橋になりたい ! と思い、「虹の会」としました。

 ● 皆さんにとってのボランティア活動って何ですか？
生きる術です　―　自分のために活動し、いろんな人と出会い…その人達との輪を大事に 

することです。
市内の小学校、中学校で手話を教える機会が

ありますが、子どもたちは真剣に説明を聞き、 
一生懸命に手話で自分の名前を表現している姿を
見ると、自分たちが力をもらっているような気持
ちになります。

ボランティア
グループ紹介

ボランティアとは
一般的には「自発的な意志に基づき他人や社会に貢献する行為」を指してボランティア活動と言

われており、活動の性格として、「自主性（主体性）」、「社会性（連帯性）」、「無償性（無給性）」
等があげられます。

ボランティア活動は個人の自発的な意思に基づく自主的な活動であり、活動者個人の自己実現
への欲求や社会参加意欲が充足されるだけでなく、社会においてはその活動の広がりによって、
社会貢献、福祉活動等への関心が高まり、様々な構成員がともに支え合い、交流する地域社会づ
くりが進むなど、大きな意義を持っています。

（ 厚生労働省ホームページ資料を参考にしています）

◆手話とは・・・
　手で表現して伝える方法のひとつで、「目
で見る言葉」です。手や指の動きだけでなく、
表情、口の動き、動作など組み合わせるこ
とで喜怒哀楽や細かな想い、考えを伝える
ことができます
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スクエアステップリーダー養成講習会

日　　程  �9月19日（木）・9月20日（金）　【2日間】 
1日目 ： 午前9時30分～午後3時30分�
2日目 ： 午前9時30分～午後3時30分　（合計10時間）

会　　場  猿島福祉センターほほえみ（坂東市山2721番地）
募集人数  20人
受講資格  �•本養成講習会の全日程に参加できる方�

•資格取得後ボランティア活動として参加できる方	�
•坂東市スクエアステップリーダーの会に入会できる方

内　　容  講義及び実技
受 講 料  �無料（昼食・飲料は各自持参）�

※受講終了後、リーダー登録料として2,000円かかります。
申込期間  �8月1日（木）～ 8月30日（金）�

午前8時30分～午後5時15分　（土日祝日除く）
申込方法  �坂東市北部地域包括支援センター　社会福祉協議会（猿島福祉センターほほえみ内）

へ来所またはお電話にてお申し込みください。�
【�お問合せ・お申し込み先】  
坂東市北部地域包括支援センター　社会福祉協議会（坂東市山2721番地）�
☎︎ ０２８０－８２－１２８４　・　０２９７－４４－２９４３�
午前8時30分～午後5時15分（土日祝日除く）

　スクエアステップとはマス目のあるマットの上でステップをふむ体操です。
　認知機能の向上や転倒予防、生活習慣病の予防などに効果があります。リーダーの資格を身
につけ、地域の体操教室やサロンで運動支援ボランティアとして活躍しませんか？

< 講師のご紹介 >

大
おおくら

藏　倫
ともひろ

博 先生
NPO法人スクエアステップ
協会　理事長
筑波大学　体育系教授
スクエアステップ考案者

前回の講習会の様子

「坂東市スクエアステップ 
リーダーの会」とは？

　スクエアステップリーダーの資格
を取得した皆さんで構成されるボラ
ンティア団体です。
　市内の体操教室やサロン等で体操
指導を行うなど活躍されております。

一緒に楽しく介護予防を始めましょう！

軽い体操や座学もあります！ 実技に挑戦！
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日　時  9月6日（金）　午後2時～午後3時30分
会　場  七郷コミュニティセンターみどりのさと
対象者  認知症の方やその家族、認知症の心配な方や地域の方など
内　容  おしゃべりや認知症の相談、脳トレ・ゲームなど
参加費  無料　※予約不要
その他  �9月以外は猿島福祉センターほほえみにて 

毎月第2火曜日午後2時～午後3時30分に開催しています
問合せ  �坂東市北部地域包括支援センター社会福祉協議会 

坂東市山2721番地（猿島福祉センターほほえみ内） 
☎0280-82-1284 ・ 0297-44-2943 
午前8時30分～午後5時15分（土・日祝日を除く）

オレンジカフェにぜひお越しください！
　オレンジカフェとは、認知症の方やその家族、地域の方など、誰でも参加できる集いの場です。
より多くの皆さんにオレンジカフェを知っていただけるよう「七郷コミュニティセンター　みどりの
さと」で開催します。お近くにお住いの皆様、この機会にぜひお立ち寄りください！

出張

▲ちぎり絵に挑戦！ ▲みんなでリズム体操▲開催時の様子

オレンジカフェQ & A オレンジカフェの気になる疑問にお答えします！

Q1：オレンジカフェってどんなところ？
A：認知症について気軽に相談できる集いの場です。介護の経験のある参加者などから話を聞
くことや、関係機関にご紹介することもできます。お一人で参加されている方も多く、相談だ
けではなく、参加者やボランティアスタッフとの交流を楽しむこともできます。

Q2：何をしているの？
A：頭や体を使ったレクリエーションを行ったり、認知症の方や家族などに分かれ、
意見交換や談笑を行うなど、認知症について楽しく学んだりしています。

Q3：ボランティアスタッフについて
A：ピアノ、歌、体操、ハーモニカなど、得意な分野を生かして
参加しています。「参加者の皆さんが笑顔で帰ってもらえると嬉
しい」との声がボランティアスタッフから聞かれています。

介護経験の意
見交換会を行い
ます！ 認知症の方
の介護で大変な経
験をされた方、今困
っている方、お話を
聞かせてください！
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　坂東市生活学校こども食堂では、ひとり親家庭などを対象に企業
や個人の方からいただいた寄付（粗品）などを無料配布します。　
　また、粗品を配布するだけでなく、子どもたちの居場所づくりとし
て会場を開放いたしますので、みんなで、配布されたお弁当などを
食べたり、オセロやトランプで遊びましょう。

利用方法

主催　坂東市生活学校こども食堂　　後援　坂東市社会福祉協議会　問合せ先　☎０２９７－３５－４８１１

★とき 

 ①８月１７日(土) 正午から午後２時   場所  岩井福祉センター「夢積館」正面玄関  

 ②８月２４日(土) 正午から午後２時   場所  猿島福祉センター「ほほえみ」正面玄関  

・配 布 数  ①８月１７日(土) 岩井福祉センター「夢 積 館」 ３０セット 
②８月２４日(土) 猿島福祉センター「ほほえみ」 ２０セット 

・対 象 者  １５歳未満のお子様（中学生以下）  

・申込方法 窓口申込 または 電話申込 

窓口申込 申込書に必要事項を記入し、坂東市社会福祉協議会(本所)までご持参ください。
 

 電話申込 希望数などの詳細を電話でお伝えください。 
      住所 坂東市辺田４８番地 岩井福祉センター「夢積館」 
      電話 ０２９７－３５－４８１１ 

・受 付 日 次の３日間で受付します。 
      ８月５日(月)・６日(火)・７日(水)  
      ※配布数に達した場合は受付を締め切りとさせていただきます。  

・受付時間 午前９時から午後４時まで 

◎企業のみなさまからいただいた寄付などをこども食堂で配布させていただいています。  

食品等の無料配布！

あそびにきてね！

セブン－イレブン・ジャパンより
ご提供いただいた菓子類

中古農機具買取専門店ネクスト茨城店
よりご提供いただいたお米

エコバッグ
を持参して
ください！
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金品寄付者名 金額（円）
福祉寄付

㈱茨大 101,700 
坂東市子ども会育成連合会 74,086 
㈱マルエツ 50,000 
常陽ジャーナル社 15,745 
千葉　清 5,777 
猿島分会 4,000 
匿名 10,000 
匿名 2,000 
匿名 1,000 

物品寄付者名
使用済み切手

野口　昇瑚 逆井　ミヨコ
上猫実婦人部 真中　しず子
坂東市くらしの会 ㈱機材社
㈲イシカワスポーツ 博愛学園
JA岩井 岩井美容組合
中西　文行 冨山　満子
木村　たけ Tokyo Tea Trading
鈴木　喬一 ㈱ビルド
増田　忠夫 大鳥建築
生子新田シニアクラブ 匿名　6件

プルタブ
深津　ちひろ 小山下シニアクラブ
木村　恒子 関根　喜一
坂東市くらしの会 小酒井　勝雄
野口　勝幸 秋森　幸子
博愛学園 岩井美容組合
Tokyo Tea Trading 鈴木　喬一
増田　忠夫 塚原　耕喜
後藤　英雄 松本　勝
㈲わかなケアサービス 西村中えがお会
木村　広志 大鳥建築
塚原　昭 西村南シニアクラブ
匿名　３件

ベルマーク
小山下シニアクラブ 真中　しず子
坂東市くらしの会 Tokyo Tea Trading
増田　忠夫 匿名　５件

その他物品
真中　しず子 茨城県退職公務員連盟坂東支部
横張　春枝 匿名　１件

その他食品
ヤマダイ㈱ 中古農機具買取専門店　ネクスト茨城店
匿名　１件

心温まるお気持ちをお寄せくださいまして、誠にありがとうございます。お預かりした善意は、社会福祉向上の 
ために活用させていただきます。

善 意 銀 行

期間:令和6年4月1日～令和6年6月30日 （敬称略、順不同）

あなたのまごころ伝えたい

物品寄付者名
エコキャップ

たいようの家 坂東市立飯島小学校
深津　ちひろ 新町シニアクラブ
張替　和行 小山下シニアクラブ
間中　曻 酒のごとう
木村　巳三夫 木村　恒子
逆井　ミヨコ 関根　喜一
上猫実婦人部 障がい者グループホーム彩
ミムラ建築 坂東こども劇場
坂東市くらしの会 サンフラワーの会
小酒井　勝雄 さしま環境管理事務組合
㈲秋元石材店 田村　英樹
石塚　照子 ㈱機材社
真中　年雄 後藤　さとみ
滝本　繁範 武井　知子
長須　後藤　幸子 岩井自動車学校
野口　勝幸 藤田プラチナ会
坂東市シルバーリハビリ体操指導士会 秋森　好房
博愛学園 JA岩井
岩井美容組合 市村　喜代子
㈲吉田自動車工業 海老原　純名・日の美屋工業
圓﨑　明 ㈲岩井安田保険企画
青木種苗店 村山　晟
富山　よし子・松多　祐子 いきいきヘルス体操
恵愛荘 石塚　初枝
㈱峯建 坂東ひな飾りプロジェクト
木村　たけ 坂東市消防団団本部
Tokyo Tea Trading 間中　久生
三栄工業㈲ 石塚　尚
鈴木　喬一 石塚　光男
㈱ビルド 間中建築企画㈱
中村　茂美 倉持　昇
中山　孝一 増田　忠夫
稲石　春美 つくばサービスネット
ヘアーショップ　フタバ さしま保育園
金久保　とよ子 吉田　美智子
川端シニアクラブ すみれ会
大鳥建築 ㈲鶴巻石油
橘観光バス 後藤　英雄
塚原　耕喜 張替　道子
猿島剣道教室 ㈲わかなケアサービス
松本　勝 木村　広志
西村中えがお会 砂崎シニア
塚原　昭 西村南シニアクラブ
匿名　11件

お預かりしているもの  �現金、ペットボトルキャップ、使用済み切手、その他社会福祉推進に活用できるもの
お預かりしている場所  �社協本所・社協支所（土曜、日曜、祝日除く、午前8時30分から午後 5時 15分まで）

茨城県退職公務員連盟坂東支部㈱茨大
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開催日時　令和 6年 8 月 20日（火）午前 9時 30分～午後 3時
開催場所　坂東市社会福祉協議会 岩井福祉センター夢積館　（坂東市辺田48番地）
対 象 者　市内の小学４年生から中学３年生まで
参 加 費　無料
内　　容　★午前の部…学習支援サポーターの支援による学習時間（※昼食付）
　　　　　★午後の部…手話体験・防災グッズ作成
申込方法　8 月 14日（水）までに下記の事務所にお申し込みください。
　　　　　申込書は社会福祉協議会ホームページからもダウンロードできます。
　　　　　※電話、FAXによる申込可
持 ち 物　課題、ドリル、参考書などは必ず持参してください。

小中学生向け学習支援教室
福祉に挑戦福祉に挑戦

夏休みの課題や自主学習、福祉体験など、ボランティアスタッフと一緒に過ごしませんか。

坂東市社会福祉協議会
本所 ☎ 0297-35-4811　FAX 0297-36-2355
支所 ☎ 0280-88-1000 ／ 0297-44-2943　FAX 0280-88-1041

※午前 8時 30分～午後 5時 15分（土日祝日を除く）

申込・問合せ

はじめての手話教室を開催します
あいさつや自己紹介、日常会話などを手話で表現してみましょう。

期　　日  ①8月28日（水） ②9月3日（火） ③9月12日（木）
時　　間  午後7時から午後8時30分
会　　場  �坂東市社会福祉協議会　本所 

（岩井福祉センター夢積館　住所 坂東市辺田48番地）
対 象 者  市内在住、在勤（18歳以上）で①②③のうちで2回以上の出席が可能な方。
定　　員  15人（先着順）　
申込締切  8月22日（木）※はがき申込みの場合は期日必着でお願いします。
申込方法  �①電話申込　坂東市社会福祉協議会　本所 ☎︎0297-35-4811 

②�官製はがきに、「はじめての手話」教室受講希望と記載し、氏名、住所、連絡先、 
受講可能日を記入して下記までお送りください。 
宛先　〒306-0632 坂東市辺田48番地　坂東市社会福祉協議会

　大利根カントリークラブを会場とした「日本女子オープンゴルフ選手権」の開催に伴い、岩
井福祉センター夢積館は、観戦者送迎バスの発着所となります。
　社会福祉協議会事務局は通常どおり開所しておりますが、大会期間及び前後日（令和 6 年
9 月 22 日から令和 6 年 9 月 30 日）は施設利用を制限し、施設貸出などは休館といたします。
大会当日は、福祉センター周辺が、大変混雑することが予想されますので、ご理解のほど 
よろしくお願いいたします。
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